
令和６年度 北九州市公営競技局 

子ども食堂「くれかきっちん」運営等業務 審査評価表 

 項目 評価の視点 配点 

１ 

事業実施にあたって

の基本的な考え方、

業務目的の理解度 

・子ども食堂の必要性等について、精通・熟知しているか。

【５点】 

・単に食事を提供するだけではなく、孤食の防止や、子ども

が安全で安心して過ごすことができる居場所を提供すると

いう目的を踏まえているか。【５点】 

１０ 

２ 
子ども食堂の運営等

について 

（１）運営全般について 

・利用者の安全に配慮しているか【５点】 

・運営方法や手段が妥当か【５点】 

（２）温かい食事の提供について 

・衛生管理に関する常駐した責任者を配置し、適切に管理

できるか【５点】 

・食材の確保が担保され、安定した食事の提供が可能か【５

点】 

・内容に実現性があり、継続が可能で、実施方法が妥当か

【５点】 

・食事（メニュー等）部分について創意工夫が見られるか

【５点】 

（３）子どもの居場所の提供について 

・遊びや社会体験、様々な人との交流ができるものである

か【５点】 

・仕様書に定める活動企画が含まれ、実現性があるか【５

点】 

・実施方法が妥当であるか【５点】 

・活動企画に関して創意工夫が見られるか【５点】 

（４）くれかきっちんの広報及び公営競技の公益性の周知

について 

・広報及び周知の方法や手段が妥当であるか【１０点】 

・十分な情報発信力があり、市民に広く周知ができるか【１

０点】 

７０ 

３ 

これまでの実績、信

頼性、スケジュール

等の妥当性、業務遂

行能力 

・これまでの関連類似事業等を含めた実績があるか【５点】 

・適切な能力、豊かな経験をもつ人材の配置等による実施

体制が十分で信頼できるか【５点】 

・業務計画が妥当で実現可能か【５点】 

・ボランティアの受け入れや子ども食堂ネットワーク北九

州との連携等も含めた実行能力があるか【５点】 

２０ 

 


